
before実装時期別カードリスト・第二期　　　after実装時期別カードリスト・第四期 

およそ一年半にも及ぶ軌跡を経て、膨大な量となった咲夜さんＣＧＩオリジナルカード。 
ここはそれらを第一期からPhantasmまで、余す事無く実装時期別にリスト化してしまおうというアグレッシブなページである。 
輩出カードは可能な限り正確に書き記したつもりではあるものの、なにしろ量が量なので穴が無いとは言い切れない。 
記述ミスや漏れなどに気付いた方は、そっと訂正して頂ければ幸いである。 

なお、 赤字 は実装告知と共に添えられた管理人ゆあーによる季節の気まぐれコメント。 
うふ、うふ、うふふとノスタルジィに浸る事も出来るかもしれないので、エラッタやバグ等、事務的な物を除いて一部をそのまま抜
粋させて頂いた。 
よく考えると黒歴史と言えない事もないかもしれないが、管理人が！　泣くまで！　コピペするのをやめない！！ 

第三期(2008/06/04～)

モンスターカード……82枚
魔法カード……45枚
罠カード……21枚
輩出カード総数……148枚
制限・準制限指定カード……0枚
禁止指定カード……0枚

咲夜さんCGIの軌跡の中で、四ヶ月余りに渡って続いたのがこのオリジナルカード第三期。 
第一回咲夜さん大会の開催、新要素シンクロ召喚の上陸とそれに伴い利用者も増えてまさに咲夜さんCGI激動の時代。 
これにより期間的には堂々のシリーズ最長を記録するが、輩出カード総数は意外にも少ないものとなった。 

第一期・第二期で増加したカテゴリの強化・及び調整が目立つ印象だろうか。 
式神においてボードアドバンテージを得やすい《式神・前鬼》 《式神・後鬼》コンビ、 
貴重な銃士リクルーター 《銃士　スカルガンナー》はここで登場。 
忍者のサポートが多く登場したものの、肝心の忍者は特に追加されなかった。 

一方で新たに登場したカードだが、ステータス・効果の両面で運用の難しいものが多い。 
サポートが難しく攻撃力も低い《非想天の娘　比那名居天子》や、強さを実感し辛くOCGに強力なライバルが多く存在する《四季
映姫・ヤマザナドゥ》 
恵まれた属性・種族を持ちながら、肝心の効果には今ひとつ恵まれない【堕天翅】などその典型と言えるか。 
中でも《八卦衆　天のゼオライマー》はフィールドリセットという豪快な効果が警戒されたのか、少々理不尽なコスト・制約を負
わされた感がある。 
後に優秀なモンスターとサポートを多く抱える事になる人形も、この時点ではまともにビートダウンすら行えない有様であった。 

単発カードも汎用性に欠ける物が多く、唯一《神鳴り》の存在が際立つ程度となっている。 
第一期・第二期での苦悩やCGI利用者の増加によって、ベストのパワーバランスを模索しようとする管理人の慎重な姿勢が窺える
だろうか。 

管理人後記

とにかくカード実装以外の出来事が忙しかった時期です。大会を運営したり、シンクロ召喚の実装に苦戦したりペルソナ４にハマってたり。
シンクロ召喚に関連する、デュエルターミナルカードや各種チューナー・シンクロモンスターなどの存在、そのバランス調整もあり
オリジナルカードにまで手が回りにくく、結果各期の中で最も長い期間を経る事となりました。
ＯＣＧカードが一番目立つ時期であり、逆にオリジナルカードは「何かの役に立つかもね？」レベルで実装に踏み切っている物が多いです。
カード効果的には、やれる事・やれない事がようやくハッキリしてきた時期であり、 作り上、来期以降の試金石となったカード達も。
また、バランス調整の意味でのエラッタが初めて大々的に行われた期でもあります。
利用者に丸投げしていた感のあるバランスについて、こちらからもアプローチし全体を整えなければという気持ちが出た期ですね。

《スーパーマリサ》 
《ジェネシス・クライシス》 
《ドラゴンロイド》 
《非想天の娘　比那名居天子》 　　　　　　　 

《ヘヴィメタル・キング》 
《虹蛇のエインガナ》 



《ペンギン・ソード》 
《美しき緋の衣　永江衣玖》 
《神鳴り》 

《死者選別の鎌》 
《天空の霊石》 
《タスク・ドラゴン》 
《鉄甲龍-ハウドラゴン》　　　 
《ヴァイエイト》 
《メリクリウス》 

《里の秘術書》 
《降霊術-暁-》 
《降霊術-渚-》 
《降霊術-空-》 
《降霊術-震-》 

《メルティングサイレン》 
《血の渇き》 
《ブラッククロス四天王　シュウザー》 
《羽衣は空の如く》 
《平行交差(パラレルクロス)》 
《巨大戦艦　ヴィヴァ・コア》 

《忍法　竜変化の術》 　　　　　 今、忍者が熱い？ 
《運命のダークサイド》 
《ブラド・ツェペシュの呪い》 
《イングリドの教え》 
《緑色の目をした見えない怪物》 

《ラゴゥ》 
《バクゥ》 
《サンド・ドゥードゥル・バグ》 
《砂漠》 

《レッドアイズ・ダークネスメタルドラゴン(A)》 
《魔法反射装甲・メタルプラス》 
《ブラッククロス四天王　ベルヴァ》 
《沈黙の虚空》 

《ＥＮシャッフル》 
《開運大紋》 
《妖怪　座敷童子》 

《白騎士団のロード》 
《白騎士団のガードナー》 
《白騎士団のソードマン》 
《白騎士団のランサー》 

《プライベートヴィジョン》 
《妖怪　川姫》 
《パンドラ》 
《豊穣の神　秋穣子》 
《紅葉の神　秋静葉》 

《プリマの光》 
《地獄の魔物使い(C)》 
《幻想の魔術師》 
《死霊公爵》 
《ディアバウンド・カーネル》 
《オプティカルカモフラージュ》 

《テーブルターニング》 
《ネオスペーシア・ロード》 
《ディノブラスト》 
《マーボーカレー》 
《銃士　張維新》 

《次元融合殺》 
《大盛りレシピ》 



《ダークネス・ブランブル》 
《四季映姫・ヤマザナドゥ》 
《銃士　スカルガンナー》 
《パーツ補充》 

《伊吹萃香(濛々迷霧)》 
《クリブー》 
《幻視調律(ビジョナリチューニング)》 
《橋姫　水橋パルスィ》 
《大頭龍　ブレーンドラゴン》 
《ロード・オブ・ザ・レッド》 

《レッドアイズ・トランスマイグレーション》 
《ホワイト・アルバム》 
《八坂の神風》 
《銃士　リボルバー・オセロット》 
《水晶ドクロ》 
《アショカ・ピラー》 

《恋色マジック》 
《ワルキューレ・ブリュンヒルデ》 
《ローゲの焔》 
《五分ゴブリン》 

《呪詛返しのヒトガタ》 　　　　　　　　 こちらお名前だけ違うカード取り揃えております 
《魔人　ヘルズエンジェル》 
《プリズムコンチェルト》 
《蛙は口ゆえ蛇に呑まるる》 

《禍津・伊弉凪》 
《式神・前鬼》 
《式神・後鬼》 
《スペースザウルス》 
《フール・クラウン》 
《式神返し》 

《ドクターＤ》 　　　　　　　 ディスクがだめになるかならないかなんだ。　やってみる価値ありますぜ！ 
《決闘融合－バトル・フュージョン》 
《妖怪　一本ダタラ》 　　　　　　　　 タイミング悪くてまことに申し訳ない……。 
《ザ・マテリアル・ロード》 
《ザ・スピリチアル・ロード》 
《ザ・ヘブンズ・ロード》 

《勇者王ガオガイガー》 
《ガイガー》 
《光竜》 
《闇竜》 
《勇者　天竜神》 

《ゴブリン舞踏隊》 
《アナザー・フュージョン》 
《雪だるま》 
《ジェイダー》 
《ヘルズ・ホワイト》 

《飛光虫ネスト》 
《首吊り蓬莱人形》 
《博愛の仏蘭西人形》 
《輪廻の西蔵人形》 
《奇門遁甲》 

《勇者　キングジェイダー》 
《ゴルディマーグ》 
《勇気ある戦い》 
《クリビー》 
《精密射撃》 

《神心会空手　加藤清澄》 
《ランドスター・ショット》 
《地獄の輪禍　火焔猫燐》 



《ザ・パワー》 
《ブラッド・ノート》 

《忍法　絶対零度》 
《忍法　転所自在の術》 
《忍法　エスケープウォーター》 

《ヒーロー・ダイス》 
《死灰復燃》 
《地獄鴉　お空》 
《ケルビム・イスキューロン》 
《オーバーフリーズ・バレット》 

《収穫獣》 
《グラーヴェ・ケルビム》 
《ケルビム・シュルルクベラ》 
《ケルビム・ヴェルルゼバ》 
《アトランディア》 
《ケルビム・ブルーメンブラット》 

《白のヴェール》 
《パーフェクト・カウンター・コード１２３》 
《ドールハンマー》 
《八卦衆　天のゼオライマー》 
《ミラクルフルーツ》 
《フォース・オブ・フォー》 
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